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論文題目： 読みと歴史認識の方法をめぐって――津村喬の思想史的研究―― 

 学位申請者 鎌 倉 祥 太 郎 

 論文審査担当者 

  主査 大阪大学教授   杉 原   達  

  副査 大阪大学教授   川 村 邦 光  

  副査 大阪大学准教授  宇野田 尚 哉 

【論文内容の要旨】 

 本論文は、主に 1960 年代末期から 1970 年代にかけてジャーナリズムの分野で活動した津村喬（1948～）の言

論活動に注目し、彼が当時の時代状況の中でいかなる思想を展開し、どのような運動戦略を構想したのかについ

て論じた研究である。序章では、先行研究の整理を通じて、津村が「読み」という行為をいかに捉え、自身のテ

クストで読みの実践をいかに行っていたかについて、差別論的アプローチではなく、メディア論として議論する

ことを述べる。 

第 1 章では、津村の初期のテクストに即して、同時代的コンテクストに対する読みを探る。政治的経済的支配

よりも象徴体系に基づく文化的支配を重視した津村における主体の位置づけ方、中国の文化大革命に直面する中

での津村の革命観、を検討した上で、とりわけ第三世界の登場を前にして津村の記号論的解釈が隘路に落ち込む

局面を詳細に検討する。その読みの躓きの中に、読みという方法の多重性と困難があるとともに、他者へと開か

れる可能性も内在していることを示す。 

第 2章では、津村の新日本文学会第 15回大会（1972 年）報告を素材として、彼の革命戦略におけるメディア論

と報告に対する諸反応を分析する。文学作品を、その内容よりもメディアとしての機能の側面を重視し、テクス

トが読者をいかに組織化できるのかを問うた津村の問題提起は、「政治と文学」という課題に長く関わってきた年

長世代の反発を招き、津村の反論も論争の内実を深めるものとはならなかった。だがこの議論は雑誌『新日本文

学』への読者投稿を生みだした。それは、テクストの読み手と書き手の位置を攪乱し、互いの関係を流動化・立

体化させようとする津村の主張を根底的に提起し直すものであった。 

第 3 章では、津村のテクストの文体と引用の仕方に焦点をあてる。「文体（スタイル）」と「エクリチュール」

をめぐるロラン・バルトからの引用を検討し、ときに剽窃ともいえる読み替えを行いながら、津村がテクスト読

解の戦略を立てようとした姿を具体的に明らかにした。他方、「日本的固執の根拠と陥穽」においては、他者への

応答そのものが動揺し、それが思考にも文体にも表れ、津村自身が問い直されていく形でテクストが構成されて

いることを実証的に論じた。 

 第 4 章は、戦前の経済学者・猪俣津南雄に対する読みの検討を通じて、津村がジャーナリズムという領域でい



かなるテクストを書こうとしたのかを問う。マルクス主義理論家として知られた猪俣を、広範な農村へのフィー

ルドワークに基づいて調査分析を実践したジャーナリストとして読み直すことによって、津村は 1970 年代の自身

の活動の参照軸を示した。また猪俣の中国論への着目とテクスト分析は、アジアとの関係を、歴史と現在を重ね

合わせる形で考察しようとする津村の歴史認識の展開を示すものと評価した。 

 第 5 章は、食や気功などを論じた 1970 年代半ばから 80 年代初頭の津村のテクストを、身体論の観点から分析

する。先行研究では、こうした課題の転換をもって、津村が政治活動から撤退したとみなされてきた。だが「身

体の自主管理」という視点に立つと、食や気功といった分野は、権力による身体の規範化や日常性への管理に抗

する質を担い、また身体実践を通じて人びとを組織化する志向性を有する側面があることを指摘した。 

 第 6 章では、これまでの各章での分析をふまえて、津村のテクストにおいて読みという行為と歴史認識の形成

との関連について問う。とくに在日中国人・李智成の死に関するテクストの分析から、さまざまな他者との出会

いを通じて質的差異に直面し、自他の構造的関係性の中で、自身をその中に巻き込まれるような形で読みが躓き

ながらも深化する過程において、歴史認識が鋭く問題として浮上することを論じた。 

 終章では、本論文の成果を概括するとともに、今後の課題を整理した。 

【論文審査の結果の要旨】 

以上の内容をもつ本論文の特徴の第一は、難解な津村喬のテクストに丁寧に寄り添いつつ、読むという行為の

意味をさまざまなレベルにおいて検討するとともに、それらを歴史認識という点に集約する形で深めたことにあ

る。具体的には、メディア、文体、引用、ジャーナリズム、身体といったテーマを、相互に関連させつつ、積み

重ねるように論じた上で、それらの考察の結節点ないし凝固点として、読みという行為が、歴史認識と不可分の

ものであることを示そうとしたものである。その作業は必ずしも十全ではないが、読みという行為と歴史認識の

プロセスの重なりを方法の問題として彫琢するところに、津村喬の思想を現在進行形において受けとめながら考

察する意義があることを明らかにしたことは貴重な成果といえる。 

特徴の第二は、津村が進めようとした記号論的な読みの戦略を押し出すだけでは問題を正面から論じ切れず、

テクストの更なる記述が立ちいかなくなってしまうという事態の前に躓く場面が生じることに注目した点である。 

行論の中で現れる困難を「読みの躓き」の問題として設定し、具体的分析を通じて、むしろその躓きの中にこそ、

書き手と読み手の予定調和的な関係を内破し、他者との関係性を改めて再考せざるを得ないような局面の意味を

見出そうとする。主体に関して言えば、自立した強い主体を求めるのではなく、他者との文化的・歴史的な関係

性の中に巻き込まれている自身を発見し、自己解体を余儀なくされる中で問題を凝視するような主体のあり方に

着目した。テクストと読み手の固定的な関係を問い直す形で、テクストを新たに開く可能性を追求する視点は、

申請者が独自に編み出したものであり、従来の思想史研究の中ではオリジナリティがあると思われる。 

 とはいえ、問題点も少なくない。まず、同時代の思想や批評をめぐる言論状況の中で津村喬が、どのような特

徴的な位置を占めたのかという点がある。次に、政治、社会、文学、食文化などの諸ジャンルを越えた津村の活

動の基礎の重要な一つはミニコミ雑誌であり、メディアを論じるにあたってこの媒体の一層の調査分析が求めら

れる。また、津村の生涯にわたる活動全体の中で、本研究が論じた問題の意義と限界を考えるという作業も残さ

れている。 

しかしこれらの点は、いずれも今後の課題であり、更なる研究によって克服が期待できるものである。よって、

本論文を博士（文学）の学位にふさわしいものと認定する。 


